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障害児等保育検討委員会の検討状況について（報告） 

 
１ 主旨 
  本年６月に設置された「世田谷区障害児等保育検討委員会」（以下「検討委員会」とい

う。）での検討状況について、第２回子ども・子育て会議に報告した以降の内容につい

て、報告する。 

 
２ 第２回子ども・子育て会議以降の検討経過 
（１）平成２７年８月 第３回検討委員会の開催 

① 保育園・居宅訪問型保育と児童発達支援の連携イメージの検討 
② 居宅訪問型保育事業（障害児対応）の職員要件や利用方法等の検討 

（２）平成２７年１０月 第４回検討委員会の開催 
① 保育園における現状と課題 
② 集団保育が可能な障害児の「判断基準」と集団保育が可能ではあるが医療的ケア等
が必要な児童の「判断基準」の検討と受け入れに向けた課題整理 

 
３ これまでの検討内容 
（１） 居宅訪問型保育と児童発達支援の連携（別紙１） 

①  医療的ケア等の特別な配慮が必要で、かつ集団保育が困難な児童を、安全に長時
間、保育するためには、子ども・子育て支援新制度における「居宅訪問型保育」

と児童福祉法における「児童発達支援事業」等の関係機関とが連携しながら保育を

実施することが有効である。 
②  「居宅訪問型保育」の実施にあたり、自宅での１対１保育の時間を長時間としな
いために、日中の時間を「児童発達支援事業」の施設で療育し、その前後の時間に

「居宅訪問型保育」の保育者が自宅を訪問し、自宅内保育や児童発達支援事業所へ

の送迎を行う等、保育内容について工夫が必要である。 
③  「居宅訪問型保育」の保育者や事業者には、障害や医療的ケアに関する専門的な
知識や支援力が求められるため、人材の育成や専門的な支援について「児童発達支

援事業」と連携することが必要と考えられ、「児童発達支援事業」の施設や事業者の

確保とその連携体制の整備が課題となる。 
⇒「世田谷区家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例」改正の検討

（別紙２） 
（２） 医療的ケアが必要ではあるが集団保育が可能な障害児の保育園での預かり 

①  現在の保育待機児童が多い現状から各保育園では定員を最大限受け入れており、
園内スペースや保育士・看護師等の人員に余裕がないことなど、預かりに向けての

課題が多い。しがしながら、将来的な保育園での預かりを目指し、ソフト面とハー

ド面も含めた保育環境の整備に向け、課題整理を進める必要がある。 
 
４ 今後のスケジュール（予定） 
  平成２７年１２月  第５回検討委員会の開催（検討のまとめ） 
  平成２８年 １月  第４回子ども・子育て会議に最終報告（案）の報告 

資料２  


